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12
月
17
日
、
町
内
と
近
隣
地
域
の
女
性

ら
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
し
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ「Te 

to Te+

（
テ
ト
テ
・
プ
ラ
ス
）」
で
、
子

供
が
作
っ
た
手
作
り
作
品
を
自
ら
販
売
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
ク
リ
ス
マ
ス･

キ
ッ
ズ
マ

ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
塩
・

幌
延
・
豊
富
の
幼
児
か
ら
小
学
生
12
組
が

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
手
作
り
の
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
、
キ
ャ
ン
ド
ル
、
ペ
ン
ダ
ン

ト
、
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
雑

貨
約
２
０
０
点
が
販
売
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
50
名
が
訪
れ
、
出
品
さ
れ
た
作
品
を

見
て
、
子
ど
も
た
ち
と
会
話
・
交
流
し
な

が
ら
購
入
し
、
カ
フ
ェ
を
堪
能
す
る
方
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス･

キ
ッ
ズ
マ
ル
シ
ェ
賑
わ
う

▼子どもたちが作ったアクセサリー作品で賑わうキッズマルシェ

　

12
月
17
日
、
天
塩
高
校
吹
奏
楽
局
（
局

員
３
名
）
は
同
校
体
育
館
に
て
、
同
局
Ｏ

Ｇ
、
教
員
と
陸
上
自
衛
隊
留
萌
駐
屯
地
音

楽
隊
14
名
を
ゲ
ス
ト
に
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
40
名
が
来
場
し
ま
し

た
。
第
１
部
で
は
「
汐
風
の
マ
ー
チ
」「
ユ

イ
マ
ー
ル
」
等
を
演
奏
、
第
２
部
で
は
、

曲
名
あ
て
ク
イ
ズ
、
第
３
部
で
は
「
星
に

願
い
を
」「
情
熱
大
陸
」
な
ど
５
曲
を
演

奏
、
第
４
部
で
は
邦
楽
ロ
ッ
ク
メ
ド
レ
ー

等
３
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
留
萌
駐
屯
地

音
楽
隊
は
平
成
15
年
に
発
足
以
来
、
管
内

の
各
学
校
の
吹
奏
楽
部
等
へ
の
演
奏
指
導

や
合
同
演
奏
会
等
の
支
援
を
通
じ
て
、
地

域
住
民
と
の
架
け
橋
と
な
る
音
楽
隊
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

天
高
吹
奏
楽
局
、

陸
自
音
楽
隊
と
共
演

▼天塩高校吹奏楽局と自衛隊留萌駐屯地音楽隊との共演

　

天
塩
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
天
塩
町
共

同
募
金
委
員
会
（
事
務
局
・
天
塩
町
社
会

福
祉
協
議
会
）
へ
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
の
募
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。
12
月
20

日
、
同
奉
仕
団
の
草
刈
房
子
委
員
長
は
会

員
と
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
、「
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
有
り
難
い
で
す
」

と
話
し
、
長
瀬
啓
嗣
会
長
に
募
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。
同
奉
仕
団
で
は
20
年
以
上
、

毎
年
継
続
し
て
同
募
金
を
寄
付
し
て
き
ま

し
た
。
同
募
金
は
、
社
会
的
に
孤
立
し
て

い
た
り
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
り
と

い
っ
た
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
、
年
末

年
始
を
温
か
く
健
や
か
に
過
ご
し
て
も
ら

う
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
募
金
活
動
で

す
。 赤

十
字
奉
仕
団

歳
末
募
金
へ
寄
附

▼歳末たすけあい募金を手渡す草刈房子委員長（中央）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
「
天
塩
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」
は
11
月
に
旭
川
市
で
開
催
さ

れ
た
第
43
回
道
新
カ
ッ
プ
北
海
道
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
優

勝
し
、
１
月
６
日
か
ら
江
別
市
で
開
催
さ

れ
る
第
40
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
抜
優
勝
大
会
へ
出
場
報
告
の
た
め
12

月
18
日
、
団
員
12
名
と
齋
藤
和
弘
コ
ー
チ

が
吉
田
町
長
を
訪
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ

ン
の
嶋
崎
恵
麻
さ
ん（
小
学
６
年
）は「
北

海
道
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
し
皆
で
一
丸
と

な
っ
て
優
勝
を
狙
い
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
、
吉
田
町
長
は
「
前
回
、
地
区
大

会
で
優
勝
す
る
目
標
を
語
り
、
有
言
実
行

と
な
っ
て
嬉
し
い
、
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
少
年
団

地
区
大
会
優
勝

▼吉田町長に全道選抜優勝大会出場報告をした団員たち

12月14日～1月10日
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12
月
26
日
、
町
の
施
設
等
へ
の
地
域
貢

献
を
行
っ
た
事
業
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
10
月
に
老
朽
化
し
た
国

道
２
３
２
号
沿
・
旧
天
塩
大
橋
バ
ス
待
合

所
の
撤
去
作
業
を
実
施
し
た
堀
松
建
設
工

業
㈱
（
留
萌
市
）
と
、
11
月
に
て
し
お
温

泉
「
夕
映
」
の
客
室
外
側
の
視
界
を
遮
る

木
々
の
伐
採
・
草
刈
作
業
を
行
っ
た
菊
地

建
設
㈱
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
パ
ー
ク
の
四あ

ず
ま
や阿

下

部
の
整
地
作
業
、
天
塩
川
河
川
公
園
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
撤
去
跡
の
基
礎
整
地
作
業
を

行
っ
た
堀
松
ハ
ラ
ダ
経
常
建
設
共
同
企
業

体
へ
、
吉
田
町
長
か
ら
「
町
の
美
観
向
上

に
寄
与
い
た
だ
き
有
り
難
い
」
と
感
謝
の

言
葉
と
と
も
に
地
域
貢
献
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

環
境
美
化
等
で

地
域
貢
献

▼感謝状を贈呈された堀松建設工業㈱（左）、菊地建設㈱（右）

　

１
月
９
日
、
町
主
催
に
よ
る
賀
詞
交
換

会
が
社
会
福
祉
会
館
に
て
開
催
さ
れ
町
内

の
団
体
・
個
人
約
70
名
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
冒
頭
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
へ
の
黙

祷
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
吉
田
町
長
に

よ
る
年
賀
挨
拶
で
は
「
本
年
は
、
甲き

の
え
た
つ辰

で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
物
事
の
始
ま
り
や
、
成

長
・
成
功
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

も
の
が
形
に
な
る
縁
起
の
良
い
年
で
す
。

皆
さ
ん
の
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
困

難
な
課
題
に
向
き
合
い
、
天
塩
町
の
振
興

発
展
に
向
け
て
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

出
席
者
全
員
で
牛
乳
に
よ
る
乾
杯
と
万
歳

三
唱
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

賀
詞
交
換
会

▼賀詞交換会での吉田町長による年賀挨拶

　

１
月
７
日
、「
天
塩
町
二
十

歳
の
集
い
」
が
社
会
福
祉
会
館

に
て
開
催
さ
れ
、
今
年
度
二
十

歳
を
迎
え
る
男
女
14
名
が
晴
れ

着
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
で
出

席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
稲
上

大
和
さ
ん
と
寺
本
萌
華
さ
ん
が

代
表
と
し
て
「
激
動
す
る
社
会

に
向
か
っ
て
力
強
く
踏
み
出
す

決
意
を
心
に
銘
記
し
、
豊
か
な

天
塩
町
の
発
展
に
努
力
す
る
」

と
誓
い
ま
し
た
。途
中
、巣
立
っ

た
小
中
学
校
の
担
任
教
諭
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披
露

さ
れ
、
旧
友
と
の
再
会
、
父
兄

ら
と
二
十
歳
の
門
出
の
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

▲二十歳の宣誓をした稲上さんと寺本さん ▲お礼の言葉を述べた石山翔太さん


